
京
都
・長
岡
官

・
京
跡

１

所
在
地
　
　
　
向
日
市
鶏
冠
井
町

・
森
本
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年
（昭
５３
）
十
月
を
七
九
年

一
月

３

発
掘
機
関
　
　
向
日
市
教
育
委
員
会

４

発
掘
担
当
者
　
山
中
章

５

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６

遺
跡
の
時
代
　
八
世
紀
末

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

０
長
岡
京
跡
左
京
第
２２
次
調
査

本
調
査
地
は
、
長
岡
京
左
京
二
条
二
坊
五

・
六
町
に
あ
た
る
地
点
で
、
調
査

は
、　
一
九
七
八
年
十

一
月
十
七
日
か
ら

一
九
七
九
年

一
月
二
十

一
日
ま
で
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
長
岡
京
時
代
の
三
本
の
溝
と
二
軒
の
建
物
、

一
丞
の
井
戸

を
検
出
し
た
。
木
簡
を
出
上
し
た
藩
は
、
左
京
第
１３
次
調
査

（
一
九
七
七
）
で
検

出
し
た
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
の
東
３０

ｍ
の
延
長
部
に
あ
た
る
。

今
回
も
木
簡
の
出
土
し
た
溝
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
は
、
三
条
大
路
南
側
溝
か
ら
心

心
距
離
で
北
へ
約
七
三
八
ｍ
の
地
点
に
位
置
し
、
左
京
二
条
二
坊
六
町
と
五
町

の
間
を
東
西
に
、
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
幅
２
．
９
ｍ
？
‐
・
Ｏ
ｍ
、
深
さ
０
。
５
ｍ
の
溝
で
あ

之つ
。溝

中
に
は
、
二
個
所
に
橋
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
三
二
〇
九

。
Ｓ
Ｘ
三
二
一
〇
が
あ

る
。
第
１３
次
調
査
で
は
、
延
暦
六
年
の
紀
年
銘
の
あ
る
木
簡
を
出
土
す
る
素
掘

り
の
濤

（第
Ｉ
期
）
か
ら
、
同
八

・
九
年
の
紀
年
銘
の
あ
る
木
簡
を
出
土
す
る
側

板
を
持
つ
繕

（第
Ⅱ
期
）
へ
と
造
り
か
え
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
今

回
は
、
こ
の
側
板
を
持
つ
溝
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代
わ
り
に
こ
の
橋

状
遺
構
を
検
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
簡
は
、
こ
の
橋
状
遺
構
の
も
の
を
含
め
て
、
合
計

一
一
三
点
出
土
し
た
。

（
一
九
七
九
年
二
月
七
日
か
ら
二
月
九
日
ま
で
の
立
合
調
査
で
、
さ
ら
に
こ
の
東
３０
ｍ
の
地

点
か
ら
７
点
出
上
し
た
。）

木
簡
は
溝
全
域
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
自
１
参
も
、
特
に
（
両
橋
状
遺
構
の
間

か
ら
は
７７
点

の

％
）
が
出
上
し
た
。
内
、
Ｉ

・
Ⅱ
層
か
ら
は
５５
点

Ω

％
）
が
出

上
し
て
お
り
、
土
器

・
木
器
等
も
こ
の
付
近
か
ら
数
多
く
出
土
す
る

こ
と
か

ら
、
溝
を
廃
棄
す
る
時
、
こ
の
僑
状
遺
構
か
ら

一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

溝
の
埋
土
は
基
本
的
に
四
層
に
わ
か
れ
る
宴
）。
こ
の
う
ち
Ｉ
・Ⅱ
層
が
第
１３

次
調
査
で
の
第
Ⅱ
期
、
Ⅲ

。
Ⅳ
層
が
第
Ｉ
期
に
対
応
し
て
い
る
。
層
位
別
の
出

土
数
は
、
第
二
期

（Ｉ
・
コ
層
）
で
８．
点

の

％
）
、
第
１
期
（Ⅲ
・
Ⅳ
層
）
で
２９
点
分

％
）
で
あ
る
。
第
１３
次
調
査
で
は
、
第
Ｉ
期
が
１０
点

¢

％
）
と
少
な
い
の
に
比

較
す
る
と
、
や
や
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
今
回
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
溝
を

埋
立
て
る
た
め
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
他
、
形
態
の
上
で
は
、
今
回
出
土
の
本
簡
は
遺
存
状
態
が
特
に
悪
く
、

完
形
品
の
占
め
る
割
合
が
１３
％
と
低
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
破
損

し
た
断
片

（〇
八
一
型
式
）
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
（第
１３
次
調
査
で
は
３４
％
）
０
尚
、
同
時

に
大
量
の
墨
書
土
器
が
出
上
し
た
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
「
大
膳
」
「
外
記
」



「
侍
従
」
「秦
」
「
史
」
「
秋
継
」
な
ど
で
あ
る
。

０
長
岡
宮
跡
第
８７
次
調
査

本
調
査
地
は
、
長
岡
宮
の
東
辺
北
部
、
平
安
宮
大
内
裏
図
で
は
左
近
衛
府
に

あ
た
る
地
点
で
、
調
査
は

一
九
七
八
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で

実
施
し
た
。

木
簡
は
、
調
査
地
中
央
を
北
西
か
ら
南
東
へ
流
れ
る
幅

‐０
・
Ｏ

ｍ
、
深
さ
０
・
６
ｍ
の

溝
中
か
ら
検
出
さ
れ
た
。

（本
調
査
地
の
北
西
二
五
〇
ｍ
の
地
点
で
は
、
長
岡
京
初
見

の
木
簡
一
点
が
一
九
七
〇
年
出
上
し
て
い
る
。）
薄
は
、
基
本
的
に
、
褐
色
砂
層

（Ｉ

層
）
、
褐
色
砂
礫
層
（Ⅱ
層
）
、
暗
青
灰
色
砂
礫
層
（Ⅲ
層
）
の
三
層
に
わ
か
れ
る
が
、

木
簡
は
、
長
岡
京
時
代
の
遺
物
を
出
す
第
Ⅱ
層
か
ら
二
点
出
土
し
た
。
１
は
鉄

の
完
形
品
で
丁
寧
な
つ
く
り
を
し
て
お
り
、
字
も
楷
書
の
美
し
い
も

の

で
あ

る
。
中
央
上
端
部
よ
り
も
皿
の
所
に
２
．
５
ｍ
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
他
の
一

点
は
断
片
で
判
読
で
き
な
い
が
、
同
じ
く
第
Ⅱ
層
か
ら
出
上
し
た
。
消
、
本
調

査
地
で
も
墨
書
土
器
が
出
土
し
、
「
官
」
「
大
」
「
五
」
「
百
」
コ
一ご

な
ど
が
み

ら
れ
る
。

８

木
簡
の
釈
文

・
内
容

鼻
取
六
一オ
カ
〕

「
□

岡

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

回

□

□

□

□

□

茨

田

清

成

」

選

云

５

と

表

Φ
Ｆ

醤

名
二
月
十
九
日
□
米
五
斗
」

名
□
□
□
　
　
　
　
　
　
」

立

〔卜
銭
力
〕

名
□
□
回
□
□
□
□
一戸
主
尾
張
諸
上
十
写
π

。「日
〕
日
日
‐―
□
　
　
　
　
」
（習
書
）

「縫
殿
寮

「＜
難
波
佐
婆
部
令
□
×

「
九
月
四
日
大
□
×

十
月
回
ｘ

I
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出土数

長
岡
京
跡
左
京
第
２２
次
調
査
本
簡

一
斗
四
升

層
位

型
式

聾
理
聴

ａ
じ
×
β
じ
×
∞　
表
　
⇔
‘
　
囀
３

一ω
ｏ
×
牌
］
×
ヽ
　
・ｌ
　
ｏ
ф
Ｐ
　
ω
卜
μ

代
９
×
（じ
Ｘ
卜

Ⅱ

ｏ鮨

囀品

］
『
∞
×

含

∞
）
×

〕

い
　

Ｉ
ヽ
　

ｏ
Ｐ
牌
　

憎
５

（
ω
ｏ
）
×

μ
『
×

卜
　

¶
一
　

〇
Ｐ
Φ
　

鸞
６

ａ
ｇ
×
Ｓ
×
］

Ｉ
　
ｏ
も
　
］
留

ａ

９

×

６

）
×
ゃ

り

（、
Φ
）
×

μ
『
×

μ

日
　
ｏ
解
　
］
的
∞
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「
□
田
郡
□
□
□
×

ら
河

力
〕

固
有
件
大
□

□
□
□
□

〔月

八

日

軽

間

嶋
３

□
□
□
□
□
□
回
□

身
宮

［日
口
日
日
ｉｌ
日
日
日
日
々
表
裏
と
も
禾
。木
・寸
・Ｕ
の
考
偏
）

［旧
日
日
日
ｌｉ
日
日
旧
日
ズ
表
裏
と
も
禾
・月
等
の
芳
偏
）

〔
主
力
〕

「
＜
三
福
□
」

〔
符
力
〕

郡
□
条
女
郷
丈
部
家
×

□
□
□
□

彙
□
取
廣
岡
」

美
子
米
五
斗
　
」

「＜
□
□

一
口

名
伊
与
国
和
気
郡
倉
橋
」

名
国
人
五
斗
　
　
　
　
」

「
阿
波
国
名
方
郡
井
上
庸
×

〔矢
力
〕

名
＜
小
□
□
六
十
隻
　
」

（
ｏ
∞
）
×
〕
ｍ
×
∞
　
Ｗ
一　
〇
μ
Φ
　
鸞
３

（駕

）
ｘ

（鰻

）
×
∞
　
Ｉ

　
ｏ
∞
μ
　
絣

⇔

〈
越

）
ｘ
滋

ｘ
∞
　

Ｉ
　

ｏ
曽

　

誤

『

（
μ
∞
９

Ｘ

Ｐ
Ｐ
Ｘ
∞
　
ｒ
・　

⇔
∞
Ｐ
　
い
い
∞

企
照
）
Ｘ
μ
卜
Ｘ
∞
　
Ｊ
・　

ｏ
Ｐ
Φ
　
ω
ｏ
ｏ

（く
じ
ｘ
（じ
ｘ
ヽ
　
Ｉ
　
Φ館
　
〕
鼠

（
μ
∞
９

×

（
『
）
Ｘ
、
　

「
一　

〇
∞
μ
　

”
寃
】

『
卜
Ｘ
】
伽
×
ω
　
■
一　
Φ
∞
∞
　
”
⇔
『

（
Φ
⇔
）
×

（
∞
Φ
）
×
い
　

市
一　

〇
Ｐ
Ｏ
　
〕
『
Φ

６

じ

×

中
Φ
×

⇔
　

Ｉ

　

ｏ
μ
Φ
　

ф
呵
中

〈
牌
］
〇
）
Ｘ
Ｆ
Φ
Ｘ
、
　
Ｉ
・　

ｏ
∞
Φ
　
〕
『
∞

μ
的
ф
×
〕
や
×

∞
　
イ
・　
Φ
∞
四
　
〕
『
ф

（Ｅ
じ
Ｘ
含
ｅ
Ｘ
∞
　
Ｉ
　
ｏ鐵
　
］
ド

Ｆ
∞
φ
×

誤

×

卜
　

Ｔ
・
　

ｏ
ω
∞
　

〕
『
『

名
＜
一
回
□

・□
回
朝
×

・

左
衛
×

「
＜
□
□
三
斗

五
合
＜
」

1321 1311 1301

七

二
＜
」

名
＜
戸
主
三
家
大
回
×

≒
＜
□
□
三
家
□
×

「□
□
風
早
郷
□
白
米
五
斗
」
　

　

　

　

Ｐ３
ｘ
鶴
温

Ｉ

ΦＦ

醤

「請
書
手
飯
四
升
十

一
月
十
二
日
軽
間
鳩
□『

］い
×
（μΦ
）
Ｘ
卜
　
Π
一　
〇
μΦ
　
〕
∞
り

×
□
子
□
庸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
ｘ
ｅ
温

互
常
Ｐ
醤

「
＜

雑

大

□

回

□

」

　

　

　

　

　

　

　

　

μ
誤

ｘ
Ｐ
∞
温

Ｉ

ｏ
欝

Ｏ

開

〔
郡
力
〕

「
＜
□
□
回
□
□
□
下
郷
戸
主
□
長
□
承
□
」

≒
＜
　
　
月
十
日
口
日

・粉
酒
酒
粉
酒

・

□
□
□
□
同
国

長
□
鳴
足
調
塩
三
斗
」

ａ
∞
μ
）
ｘ

全
∞
）
ｘ
『
　

Ｉ
・　

Φ
Ｐ
Φ
　
∞
『
∞

屋

Φ

Ｘ

〕
⇔
Ｘ

∞
　

Ｔ

・　

ｏ
∞
Ｐ
　

Ｎ
ぷ
）

（
∞
Ｊ

×

滓
↓
Ｘ

Ｐ

］

Ｉ

・　

Φ
Φ
μ
　

嗚
∞
Ｐ

（
↓
ф
）
×

呻
∞
Ｘ

∞
　

“
一
　

〇
擦
）

囀
∞
∞

（
ド
Φ
卜
）
×
牌
∞
×
、
　

■
一　
ｏ
い
Φ
　
Ｏ
〕
∞
Φ

μ調
×
甫
冨
　
Ⅲ
　
Φ
３

０
毬
ｏ

（３
９
ｘ
導
ｘ
（
　
Ⅱ
　
ｏ
む

『盟

2Cl
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149       140   1431 e2   14つ    eOl

。日
□
回
□

∞
　
・□
四
升
米

・

□

691  681   15つ   60   159   641

1391 1381 130

1521   60 1501   1491   1481   1471   140

〔料
力
〕

①
　
名
□
□
回
□
□
□
酒
酢限塞□□□

。「　
□

「罐
」

十

一
月
廿
日
書
生
秦
回
足
」

〔夫
力
〕

給
人
四
□
□

彙
□
枝
回
□
椋
古
博

一
枝

〔
衛

力
〕

い
い
Ｘ

∞
や
Ｘ

∞
　

Π
一

（湧

μ
　

政
遵

」
　

　

∝
Φ
嗚
Ｘ
］
６
×
、
　
■
一
　
Φ
μ
Ｐ
　
中
Φ
∞

Φ
μ
Ｘ

岸
〕
×

卜
　

耳
一
　

⇔
∞
μ

Φ
中
×

】
∞
　

Ｔ
・
　

ｏ
Φ
ロ

午
□
桁
三
枝

（ミ
じ
×
示
×
い
　
Ｉ
　
ｏ欝
　
∞
儲

「＜
国
人
伍
十
回
上
回
ｘ

小
綱
年
勝

〔官
掌
力
〕

□
□
□

〔
上
力
〕
〔
品
力
〕

□

一
回

。□
　
　
＝

・□
　
　
□

請
□

受
□
□
　
□

・九
月
□
日

。□
□

□
日
六
□
□
用
□
□

足鳥
郡
□

蔵
蔵
蔵
蔵
□
□
□

捌□
　
□
　
物

μ卜
∞
Ｘ
∞
∞
Ｘ
〕
い
　
Ⅲ
　
Φ
∞
∞
　
曽
∞

（曽
）
×
（μｇ
×
∞
・ф

Ⅱ

ｏ錯

∞
度

合
い
９
×
∩

ｇ
ｘ
］

Ⅲ

寓
ド

駕
Φ

代
９
×
‘
×
∞
　
Ⅳ
　
ｏ
Ｓ
　
∞
】

（Ｐ
）
×
６
×
⇔
　
Ⅲ
　
ｏ欝
　
駕
⇔

（鷲
）
×
Ｓ
Ｊ
×
∞　
Ｉ
　
ｏ毬
　
∞解

内
六
升
寮
出

一
人
季
之
二
人
料（示

９

×
含
じ

×
ω
　
表

　
Φ
‘

　
防
鵠
］

□
　
□

６
９
×
ａ
ｅ
ｘ
り
　
Ⅲ
　
Ｏ∞
Ｐ　
∞
∞∞

ａ
Φい
）
来
（じ
ｘ
枷

Ｉ

寓
ド

鵠
ф

３
９
×
ω
ｏ
　
　
　
Ｉ
　
Φ
】
　
∞∞⇔

３
９

×
導

Ｘ
囀
・
∞

Ⅲ

ｏ
欝

∞
駕

（
憎
冨
）
Ｘ

（
Ｐ
ω
）
×
∞
　

Ｗ
一　

〇
ω
∞
　
ω
ド
騨

６

ｏ
〉
×

（
囀
Φ
）
×
仲

い
　
Ｔ
・　

Φ
∞
ド
　

∞
卜
∞

（
∞
ド
）
×

ド
ト
×
∞
　
Ｔ
一
　
〇
μ
Φ
　
∞
り
〕

長
□
月
十
七
日
近
□
□
□
□
□

「
＜
讃
岐
国
香
河
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
×
”∞溢

Ｉ

Φお

寵

勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（却３
恙
牌温

ｌ

ｏぉ

孟
字

「
讃
岐
万
呂

人
万
呂
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層 位 欝＼
SD1301 SX2209 SX2210 立  合 計

I 褐 色 粘 質 土 2

コ 淡灰褐色粘質土 3 3

Ⅲ 暗青灰色粘質土 0

Ⅳ 褐 色 砂 層

表 採

計 5

左京第22次調査 〈層位 。遺構別木簡出土数一覧表〉
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第 2図 長岡宮・京木簡出土地点図


